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和英辞書用例におけるジェンダー 
−iPhone 搭載辞書の場合− 
鈴木 卓 
 
Abstract: 
Gender in Japanese-English Dictionary Examples: 
The Case of iPhone’s Built-In Dictionary  
 
While paper-based dictionaries are on the decline, dictionary software and 
dictionary ‘apps’ are rapidly expanding their user-base. In particular, free built-in 
dictionaries that come with the computer’s or smartphone’s operating systems 
have acquired unprecedented numbers of users. This study focuses on one of such 
dictionaries, the Japanese-English dictionary pre-installed on Apple’s PCs and 
iPhones, to investigate how gender is represented in its examples. Qualitative and 
quantitative analyses revealed clear differences regarding how much and in what 
ways male and female characters are represented in them. At the same time, 
however, the current study also points out that dealing with such disparities 
involves some issues related to the nature of language used in dictionaries. 
 
要 旨： 
紙媒体の辞書が衰退する一方で、辞書ソフトや辞書アプリは急速に使用者を増や
し続けている。特にパソコンやスマートフォンの OS に無料で付属している標準辞
書は、かつてないほどの使用者数を獲得した。本稿ではその一つであるアップル社
製品搭載の和英辞書を取り上げ、その用例中にジェンダーがどのように表現されて
いるかを調べた。量的および質的分析をおこなった結果、用例中でジェンダーがど
の程度およびどのように扱われているかという点に関して、明らかな男女差がある
ことがわかった。しかし同時に、学習辞書に用いられる言語の持つ特性を考慮する
と、そのような偏りへの対応には複雑な点もあることを指摘する。 
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１．はじめに 
『ウィズダム和英辞典 第 2 版』（小西, 2013）（以下「本辞書」）は、近年
出版された学習用和英辞書の中で代表的なものの一つである。和英辞書の
必須要素として日本語から英語への訳語や用例が示されているだけではな
く、談話構造や語法・スピーチレベルに関する情報や、文化に関する記述
も充実している。本稿の筆者も本辞書を高く信頼して、日頃から使用させ
て頂いている（たとえば鈴木, 2015）。 
本辞書は、近年アップル社の PC と同社のスマートフォンである iPhone
に内蔵辞書として標準搭載されたことにより、使用者数が爆発的に増加し
た。スマートフォン全体のユーザー数（ニールセンデジタル, 2017）と、ア
ップル社 iOS の使用シェア（KSK フレックス・ファーム, 2017）から推定す
ると、パソコンを除いても国内で 3 千万台以上の iPhone に本辞書が内蔵さ
れていると考えられる1。 
このように優れた辞書であり、非常に多くの使用者（もしくは潜在的使
用者）を持つ本辞書だが、時折用例にやや古風な表現が見受けられること
に気づく。たとえば次のようなものである。 
「まあ, お世辞のうまいこと」「いいえ, 本当にそう思うわ」（「お世辞」
の項） 
「あらまあ, 松井君じゃない. すっかりお見それしちゃったわ」（「おみそ
れ」の項） 
またこのような用例は、単に古めかしく響くというだけではなく、「女こ
とば」の使用によって、日本社会の旧来のジェンダー観を反映しているよ
うな印象も受ける。このような用例が散見されるということは、本辞書全
体のジェンダー描写に偏りが存在する可能性がある。もしそうであれば、
用例を参照したり引用したりすることも多い使用者側は、その存在や様相
を認識しておくべきだろう。そこで本稿では、この辞書の全用例を分析対
象として、ジェンダーがそこにどのように現れているのかを調べることと
した。 
                                                        
1 iPhone の場合、本辞書は独立したソフト（アプリ）としてではなく、基本ソフト
である iOS の一機能として内蔵されている。閲覧中のウェブサイトや英文メール等
の文中で調べたい語句を選べば、予め指定した種類の辞書（英々・英和・和英・国
語等）の語釈や用例を参照することができる。 
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英語教材におけるジェンダー描写については多くの先行研究があり
(Ansary & Babii, 2003; Hartman & Judd, 1978; Otlowski, 2003; Sakita, 1996)、
英々辞書を扱ったものもあるが (Shulist, Proctor, & Oman-Reagan, 2016; 
Tenorio, 2000)、英和・和英辞書を扱った研究は、筆者の知る限り石川による
一連の研究に限られる（石川, 2001; Ishikawa, 2013 等）。本稿では検索機能を
持つ本辞書のオンライン版をデータとして使用することにより、これまで
難しかった全用例を対象とする量的分析と、検索結果を利用した質的分析
をおこなう。本辞書の検索機能は見出し語と用例の日本語部分に対しての
み使用可能なため、分析は日本語部分を主な対象として、英語部分は補助
的に用いることとする。なお分析に用いるオンライン版の『Dual ウィズダ
ム和英辞典 第 2 版』は、書籍版および PC・iOS 版の本辞書とほぼ同一内容
を収載しているため、分析結果の大部分は、本辞書のすべてのメディア形
態について当てはまるものと考える。 
 本稿では大きく次の二種の分析をおこなう。まず、用例中に各ジェンダ
ーがどの程度の比率で、どのような役割を持って、登場するかを調べる。
具体的には「彼／彼女」等ジェンダーを明示する語句の比率や、特定の職
業を持つ人物のジェンダー比率、家事や育児の主体のジェンダー比率を、
量的に比較する。加えて、いわゆる「女ことば」の使用について、用例を
参照しながら質的分析をおこなう。 
なお繰り返しになるが、本辞書は筆者の考える限り、現代におけるもっ
とも優れた学習和英辞書の一つであり、本稿はその辞書としての品質に疑
問を呈することは意図していないことを強調しておきたい。 
 
２．用例におけるジェンダーの出現比率 
 この章では本辞書の日本語用例中の人物が、性別により登場の度合いに
違いがあるのか、あればそれはどの程度の差なのかを調べるため、性別が
特定できる語句の出現回数を比較する2。 
 
                                                        
2 本稿は、目的を男女間のジェンダー差を調べることに絞り、いわゆる性的マイノ
リティについて考慮することはしない。また特記しない限り、「性別」という語を
「ジェンダー」と同義で用いる。 
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２−１ ジェンダーを明示する語句 
 まず日本語用例の中から、「彼」「彼女」等の、性別を明示する典型的な
語句を含む例を抽出し、それぞれの数を比較する。なお用例は、次の最初
のもののような「文例」が大半だが、あとの 2 例のような「句例」も含み、
すべてを扱う。 
 
「彼はああやればよかったのに He should have done that way［like that］」3 
「彼女の愛に報いる return ［reciprocate, (書) requite］ her love.」 
「彼の愛用のパイプ his favorite pipe.」 
 
以下、表で全体の結果を示し、その後それぞれの語句について考察する。 
 
表 男女を明示的に示す語句を含む用例数 
男性を表す語句 女性を表す語句 
「彼」 97934 「彼女」 2803
「彼は」 5995 「彼女は」 1694
「男性」 42 「女性」 181
「男の子」 37 「女の子」 60
「男子」 12 「女子」 18
「長男」 12 「長女」 1
 
「彼／彼女」を含む用例には、性別による大きな差が見られた。「彼」を
含む用例の数は、「彼女」を含む用例の約 3.5 倍であった。これを単純に見
                                                        
3 以下、本稿の日本語用例中では、その用例が掲載されている見出し語をボールド
体で示す（ボールドは現著者による追加）。英文中のイタリック体は辞書原文のま
まで、おおむね見出し語に対応する部分を表している。また用例はすべてウェブ上
の『Dual ウィズダム和英辞典 第 2 版』を用いて検索し、そこから引用した。 
4 「彼」の出現数 13,343 から、「彼ら」743「彼女」2,803「彼岸」3「彼我」1を
除いた数。以下、他の語句についても同様に、その性別を表さない可能性のある複
合語等は数から抜いてある。また「男」「女」の両語については、複合語の種類が多
く、このような対応が困難であったため、今回の比較対象から外した。 
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れば、本辞典では女性の「彼女」よりも男性の「彼」のほうが大きく扱わ
れていると言うことができるだろう。 
 ただし「彼／彼女」を含む用例であっても、たとえば「彼にお小遣いを
与える」というような例であれば、それは男性を中心的に扱った用例とは
必ずしも言えない。そこで次に、日本語で文の主題を示すことの多い助詞
「は」を伴った形式である、「彼は／彼女は」の出現数を比較してみた。結
果は、ここでもやはり「彼は」の用例数が、「彼女は」の約 3.5 倍あった。 
 「男性／女性」以下は、用例総数（「８万４千以上」）に比して該当用例
数が少数になるが、全数調査の結果として一定の意味はあるものとして見
ておきたい。まず「男性／女性」に関しては、「女性」のほうが 4 倍以上の
用例が見つかった。「女性」を含む用例が多い一つの理由として、次のよう
に社会におけるジェンダー意識や不平等をクリティカルに扱った用例が相
当数含まれることがあげられる。 
「重役に上がる女性はまだ少ない」 
「その国では女性の間で人権意識が高まってきた」 
「出生率の低下は, 高学歴の女性が増えていることに一因がある」 
「女性解放」 
しかし 4 倍もの頻度差に見合うほどこの種の用例が多いわけではなく、今
回それほど差があったことへの十分な説明は見つけられなかった。 
 「男の子／女の子」についても、「女の子」のほうの用例数が多かった。
「女の子」の用例数が増える一因としては、「子ども」ではない「若い女性」
を示す用例が数多く含まれることがあげられる。 
「若い女の子たちは争って流行を追うものだ」 
「彼はどうしてあんなに女の子にもてるのかしら. 別にいい男だという
わけではないのに」 
「ぴちぴちした女の子」 
「セクシーな女の子［ドレス］」 
「女の子を誘惑する」 
これらの例のように、「性別が女である子ども」を意味せずに「（思春期や
それ以上の年齢も含む）若い女性」を示すと判断できる用例が、「女の子」
を含む 60 用例中 18 例を占めていた。いっぽう「男の子」が「若い男性」
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を示すと判断できる用例は、次の 1 例だけだった。 
「思い焦がれている男の子からデートに誘われて彼女は有頂天になって
いる」 
したがって「子ども」を意味する用例だけで比べれば、「男の子」は 36 例、
「女の子」は 42 例となり、その差はわずかになる。 
 「男子／女子」以下は用例数がいっそう少数になる。まず「男子／女子」
についても、女子のほうが出現数が多い。「女子」を含む語句には、「女子
大」「婦女子」（「虐待」の項）のように、「男子」のほうに対応する表現（「男
子大」？「成人男子」？）がないものがあった。また「アメリカ女子代表
5」のように、男子を表す際は「男子」という語句を使う必要がない（「ア
メリカ代表」で足りる）ものも含まれていた。つまり本辞書というよりも
日本語や日本社会じたいに、女性を有標的ジェンダーと考える視点が存在
し、これが、「女子」を含む用例が相対的に多くなる一因と言えるかもし
れない。 
 最後の「長男／長女」は、日本の旧家族制度において、性別によって身
分が大きく異なる役割の一例としてとりあげた。表に示したとおり、「長
男」のほうが著しく用例数が多く、「長女」はほとんど用例がない。 
  
 以上をまとめると、本辞書において、「彼／彼女」を含む用例について
は、男性を示す「彼」を用いた用例のほうが著しく多く、ジェンダー間の
出現度の偏りを示している。しかし該当する用例数は少なくなるものの、
「男性／女性」「男の子／女の子」「男子／女子」については、逆に女性を
指す語句のほうが多く用いられている。またこれらの語句を含む用例の中
には、女性の社会的地位や役割にクリティカルに言及しているものも少な
くない。ただし、「若い女性」を意味するために「女の子」が使用される
用例が少なくないことや、「長男／長女」の用例数に著しい差があること
など、日本社会における旧来のジェンダー観を反映していると解釈しうる
傾向も見受けられた。 
 
２−２ 社会的地位が高いとされる職業 
                                                        
5 見出し語「キャップ」の項の用例の一部。 
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 この項では、特定の職業に関する用例の中で、その職業を持つ登場人物
がどちらの性別として描かれているかを調べる。分析の対象には、一般に
社会的地位が高いとされることの多い職業の中で、用例数が 20 以上ある
「医者／医師」「教授」「政治家」「作家」「画家」を用いた。 
 具体的手順としては、まずその職業を表す語句を含む用例を抽出し、そ
の中で、日本語または英語用例から性別の特定が可能な例のみについて、
男性・女性・両性に分類した。このうち両性には「男性もしくは女性」（例
えば英語で「his or her」となっているもの）と「男性および女性」（たと
えば「statesmen and stateswomen」）の両方を含めた。 
 これらの職業を持つ登場人物の性別の特定は、日本語および英語の用例
中の以下の手がかりによって可能であった（以下の引用例においては、い
ずれも下線は現著者による。） 
A．日本語用例中に、その職業を持つ人物の性別を示す語句が含まれる 
「彼は医者として登録されている」（彼＝男性） 
「作家である私の父」（父＝男性） 
B．用例の意味から、論理的にその人物の性別が特定できる 
「娘が今年やっと医者のところに片付きました」（娘の結婚相手であ
る医者＝男性6） 
C．用例中の固有名詞から、その人物の性別が特定できる 
「鴎外は医者として働くかたわら小説を書いていた」（鴎外＝男性） 
「（ロナルド・）スミス教授」（ロナルドという人名＝男性） 
D．日本語用例では性別を特定していないが、英語用例で特定している 
「その医師は骨を埋める（＝残りの人生を過ごす）覚悟で離島に行っ
た The doctor went to that isolated island with the intention of staying there 
for the rest of his life」（his が指示する医師＝男性） 
「浜氏は画家として名声が高い Mr. Hama is famous [well-known, ((書)) 
renowned] as a painter.」（Mr.をつけて呼ばれる画家＝男性） 
 
「医者／医師」 
 まず「医者」もしくは「医師」を含む用例は 172 例あり、そのうち上述
                                                        
6 脚注２参照。 
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の A〜D いずれかの方法で性別が特定できるものは、男性 20 例、女性 2
例であった。 
 なお女性の「医者／医師」を表す用例２例のうちの１つは「女の医者」
というもので、「a woman [a female, ((ややまれ)) a lady] doctor」という英語
表現と共に、「職名の前では lady は軽蔑的な含みをもつ.」という注がつ
けられていた。 
 
「教授」 
 「教授」を含む用例は 46 例あり、そこから「教授法」のように職業を
指さないもの 3 例を除くと、43 例となった。その中で、男性と特定できる
ものが 11 例あった。いっぽう女性と特定できるものはなかった。 
 両性と分類したものが 1 例あり、次のように男女両方の場合の英語用例
が示されていた。 
「あの教授の論文は弟子の論文の敷き写しだった The professor’s paper 
was a mere copy of his [her] student's paper.」 
 
「政治家」 
 「政治家」を含む用例は 77 例あり7、そのうち男性と特定できるものが
20 例あった。いっぽう女性と特定できるものはなかった。ただし、次のよ
うに複数の政治家が男女両方を含むものとして示された英文例が一例あ
った。 
「この県からは政治家がたくさん出た This prefecture has produced [has 
turned out] a lot of statesmen and stateswomen. 」 
 
「作家」 
 「作家」を含む用例 67 例中、男性と特定できるものが 23 例、女性と特
定できるものが 4 例あった。女性を示すもののうち 2 例は「作家」と「女
流」という 2 つの見出し語で重複してあげられた「女流作家」という語句
であった。また女性を指す残りの 2 例のうち 1 つは「彼女はアニメ作家に
                                                        
7 うち 1 例は、同じ用例が 2 つの見出し語に掲載されているが、そのまま両方を
数えた。 
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なろうと固く心に決めている」という例文であった。したがって「作家」
という語が単独で、「詩や文章を書くことを職業とする人。特に，小説家」
（松村・三省堂編修所, 2010, 2013）という意味で使われた用例には、女性
を示すものはほぼなかったと言える。 
 ただし「作家」の項にあげられている「女流作家」という語句には「a 
woman writer [author]」という英語用例に続いて、「特に女性であることを
強調する言い方で, 通例は単に writer, author で表す. 」と、性別を標示す
る職業名に関する注意が付されていた。 
 
「画家」 
 「画家」を含む用例は 25 例あり、そのうち 9 例が男性と特定でき、女
性と特定できるものはなかった。なお、画家じたいの性別は不明だが、「モ
デル」が女性と特定できる次の用例があった。 
「彼女は画家のモデルをしている She works as an artist's model [sitter]. / 
She models [sits] for an artist.」 
 この用例と、上述した「画家」を含む用例を併せて考えると、芸術家で
ある画家は男性でそのモデルは女性であるという、役割固定的ジェンダー
観が反映されている、と解釈しうるかもしれない。 
  
 以上見てきたように、社会的地位が高いとされることの多い医師・教
授・政治家等の登場する用例において、その人物の性別が特定できる場合
には、それは男性である場合がほとんどで、女性として描かれる例はほぼ
ない。しかし「女流作家」や「女の医者」の項につけられた注から、旧来
の役割固定的なジェンダー観や、それに基づいたジェンダー標示表現に対
して、本辞書が慎重な態度を示していることも同時に見てとれる。 
 
２−３ 固定的役割分担のされやすい労働・行為 
 この項では、特に日本社会において、性別に固定的な役割分担がされが
ちな労働・行為である「家事」「育児」「料理」「掃除」について、その行
為をおこなう人物がどちらの性として描かれているかを調べる。 
 行為をおこなう人物の性別の特定には、２−２で職業の性別の特定に用
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いた A〜D の方法の他に、日本語の会話体において特定の性別に特徴的と
される文末表現も手がかりとして用いることができた。典型例は次の下線
部のようなものである。 
「料理のまねごとをしているだけよ」 
「料理がお上手ですね」「ほめてくださるなんてうれしいわ」 
これらの例においては、女性に特徴的とされる文末表現が使われているこ
とから、料理をする人物は女性として描かれていると特定できる。 
 
「家事」 
 「家事」という語を含む用例は 16 例あり、そのうち用例中で家事を女
性がおこなうと特定できるものが 7 例あった。以下の最初の 2 例のように
家事と女性を単純に結びつける例が多いが、あとの 3 例のようにそのよう
な固定的見方に対する問題意識を感じさせる例もあった。 
「家事をするので彼女の手は荒れてしまった」 
「彼女は家事の切り盛りがうまい」8 
「彼女は夫が家事を分担してくれないのでえらく憤慨している」 
「多くの母親は仕事, 育児, 家事をうまくやりくりするのは大変だと思
っている」 
「彼女は自分の時間をまず育児と家事に使い, 自分の楽しみのために使
うことはあったとしても二の次になってしまう」 
 男女両方が家事をおこなうと特定できる用例も 1 例あり、次のようにジ
ェンダーによる役割固定に対して批判的な見方を示すものだった。 
「夫よりも妻の方が家事の負担が大きいという事実に変わりはない」 
 男性が家事をする主体であると特定できる例は１例あったが、内容的に
は逆に、男性自身がそれを拒絶する例になっていた。 
「ぼくに家事をしろというのは無理な注文だ」 
 
「育児／子育て／（子どもを）育てる」 
 「育児／子育て／（子どもを）育てる」を含む用例は計 34 例あり9、そ
                                                        
8 この例文は「家事」と「切り盛り」の二つの見出し語に重複して掲載されている。 
9 「育児宝典」という複合語のみの用例や、動植物を育てることを表す用例、「後
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のうち女性が育児をおこなうと特定できる用例には次のような 14 例があ
った。 
「彼女は子育てに専念するために仕事をやめた」 
「（略）海外勤務で長年家を留守にしている間独りで子供たちを育てて
くれた妻への罪滅ぼしになると思ったのだ」 
ただしこのうち 5 例は、次の 2 例のように、ジェンダーというより生物学
的な条件から、女性が主体とならざるをえないものである。 
「私は赤ん坊を母乳で育てた」 
「彼女は乳腺炎にかかっていたので赤ん坊はもらい乳で育てた」 
 男性が子育てをおこなうと特定できる用例は次の 2 例があった。 
 「彼の給料では子供を 3 人育てるのは無理だ」 
 「訳あって［どういう訳か知らないが］彼はおじのもとで育てられた」 
男女両方が育児をおこなうと描かれている用例は、やや境界的な次の 1 例
があった。 
「子育ては親を目一杯利用してという若い人が多い There are many 
young couples who want to make the best use of their parents in raising their 
children.」（couples が子育てに親を利用すると述べられているので、お
そらく両性が子育てに関わるものと解釈できる。） 
 
「掃除」 
 「掃除」を含む用例から「大掃除」「自走式掃除機」等の複合語の訳に
過ぎないもの 3 例と「耳の掃除をする」という用例を除くと、25 例となり、
そのうち女性がおこなうものと特定できる用例には次の 2 例があった。 
「母は午前中は料理と掃除で忙しくしている」 
「彼女は 1 日がかりで家の掃除をした」 
 男性がおこなうと特定できる用例も、次のような 2 例があった。 
「彼は 2 日がかりで部屋の掃除をした」 
「床の掃除の仕方を教える show ((him)) how to clean the floor.」 
 掃除をおこなうのが男女両方であると特定できる用例はなかった。「掃
除」に関する限り、ジェンダー間の差はまったく見られなかったと言える。 
                                                                                                                                
進／友情を育てる」のように比喩的な意味の用例は除いた。 
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「料理」 
 「料理」を含む用例は 122 例あり、そのうち女性がおこなうものと特定
できる用例には次のような 22 例があった。 
「彼女はお母さんと同じく（＝お母さんのように）料理が上手だ」 
「このほか彼女は料理も上手だ」 
「彼女は手際よくその肉を私たちに料理してくれた」 
もっとも女性だと必ず料理が得意だと描かれる訳ではなく、次のような
用例もある。 
「彼女は料理がまずい」 
「花子は料理が下手だ」 
男性が料理をおこなうと特定できる用例は次のような 4 例があった。 
「彼はひそかに料理の腕を磨いている」 
「彼の料理の腕前は大したものだ」 
 男女両方が料理をおこなうと特定できるものはなかった。 
 また、女性が料理をおこなう用例には、次のように女性が男性のために
手料理を作るという状況設定がされているものが、3 例見られた。 
「ねえジョージ, 明日ブランチに来ない？ 日本料理を作るんだけど10」 
「彼女は手料理で彼をもてなした」 
「彼は彼女に料理がうまいと取って付けたようなお世辞を言った」 
逆に男性が女性のために料理をするという状況が設定された例文は見当
たらなかった。 
 全体として、本辞書の用例では、「料理」は女性がおこなう行為として
描かれる傾向があると言えるだろう。 
 
 以上見たように、「掃除」以外の家事や育児・料理については、それを
おこなう人物の性別が特定可能な場合、女性として描かれることが多いと
言える。 
 しかしこれらの行為は女性がおこなうべきものであるという固定的見
方に対して、クリティカルに見直していると解釈しうる用例も散見された。 
                                                        
10 「先約」という見出し語の用例の一部。 
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２−４ ２章のまとめと考察 
 この章では、性別を明示的に表す語句、社会的地位の高い職業を表す語
句、家事や育児等の行為を表す語句について、本辞書における登場回数を
性別毎に比較した。性別を明示的に表す語句については、「彼」が「彼女」
の 3.5 倍の回数使用という、著しい差が見られた。ただし「男性／女性」等
その他の語句の多くは、用例数は少ないものの、女性を表す語句のほうが
多く使用されていた。次に社会的地位の高い職業については、性別が特定
可能な場合、その人物はほとんど男性として描かれていた。さらに家事や
育児等の行為は、女性がおこなうものとして描かれる場合が多かった。 
 本辞書に限らず一般に辞書等の用例におけるこのようなジェンダー差を
検討するとき、複数の視点が考えられる。まず言語は現実や社会を描写す
るだけではなく、その形成や変容に深く関わっているという、社会構築主
義的な視点である。このような角度からは、本辞書に見られるようなジェ
ンダーによる偏りは、旧来のジェンダー意識を使用者の意識に固定化しう
るものとしてとらえられる。具体的にいえば、それは一般に女性より男性
のほうを話題にすべきであり、医師や教授や政治家等の職業は男性のもの
であり、逆に家事や育児は女性がおこなうものであるというようなステレ
オタイプである。もちろん、語学学習用の辞書が、ジェンダー意識の形成
や再生産に与える影響を実証的に特定することは困難であり、どの程度の
影響力を持ちうるものかは不明だが、そのような影響の可能性は否定でき
ない。 
 いっぽうで辞書や文法書等においては、言語の「あるべき姿」ではなく
「ありのままの姿」を中立的に記述すべきだという主張もあることだろう。
通常、このような規範的立場と記述的立場の選択やバランスが問われるの
は、日本語の「ら抜き言葉」や英語の‘ain’t’等のような文法・語法や発音
等についてである。しかし用例の内容レベルでも同様の考え方をすれば、
現実社会で男性の占める割合が高い職業を男性のものとしたり、家事に消
極的な男性の姿を描いたりするのは、記述的な立場からは妥当であるとも
考えられる。たとえば「ぼくに家事をしろというのは無理な注文だ」とい
うような内容を英語で表現したいという需要が多いのであれば、それに応
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えて用例を用意することが和英辞書には求められるとも言えるだろう。 
 しかしこの極めて記述的とも言うべき考え方は、次の二つの理由からこ
こでは支持しにくいように思われる。まず本辞書が、用例の内容以外の面
では、一定の規範的立場を示していることである。すでに見たように、語
句・語法のレベルでは、性差別につながるような表現に注をつける等の細
やかな配慮がされている。また、「夫よりも妻の方が家事の負担が大きい
という事実に変わりはない」という用例のように、旧来のジェンダー観や
固定的役割分担意識に対してクリティカルな内容の用例も少なくない。さ
らにジェンダー以外の差別について見れば、障がいや出自を蔑むような差
別語は収載もしていないこと等、本辞書が規範的立場を放棄してもっぱら
記述的立場をとっているわけではないことは明らかである。 
 加えて、仮に辞書用例が現実社会の忠実な反映であるべきだとしても、
現代の日本社会におけるジェンダー上の偏りは、すでに本辞書の用例中ほ
どではなくなってきている。試みに、本稿で扱った職業のいくつかについ
て、日本におけるジェンダー比率を調べてみた。すると現実にそれらの職
業において男性が占める比率が高いのは事実だが、本辞書の用例における
ほどの偏りはなかった。具体的には医師の 18.9％、大学本務教員の 23.7％
（大学）・52.2％（短大）、国会議員の 9.5％（衆議院）・15.7％（参議院）が
女性であるという統計がある（内閣府, 2012;文部科学省, 2016;IPU, 2016）。
したがって、もし用例の内容に関してきわめて記述的な立場をとるにして
も、職業や労働の役割分担に関する限り、本辞書の用例が現代の日本社会
の様相を反映しているとは言いにくい。 
 
３ 女性ジェンダー標示形式 
 日本語においては、話者の性別を標示するさまざまな言語形式が存在し、
「男ことば／女ことば」「男／女性専用形式」「ジェンダー標示形式」等と
呼ばれる。これらの形式は、美化語の使用（「お水」「お財布」）、一人称代
名詞（「おれ」「あたし」）等さまざまな要素を含む。この項ではその中で、
感嘆詞の「まあ」「あら」を中心に、用例中での使われ方を簡単に見てみ
る。 
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３−１ 感嘆詞「まあ」と「あら」 
 
 感嘆詞としての「まあ」は、例えば「まあ、ひどい」というように驚き
や感心を表す表現である（松村・三省堂編修所, 2010, 2013）。「まあ」を含
む本辞書の用例の中には、それとは異なり「まあいいや」「まあそんなと
ころでしょう」のように、「まあ」が副詞として使用されているものもあ
るため、まずそれらを除外した。その結果、次のように感嘆詞として用い
られているものが 44 例あった。 
A. 「こちらは私の妹です」「まあかわいい」 
B. 「まあすてき、坊っちゃん大したものですね」 
C. 「まあご親切なこと」 
D. 「これが長男の太郎よ」「まあ大きくなったこと！」 
E. 「食事をご一緒していただければと思っているのですが」「まあうれ
しいわ, 喜んで」 
F. 「彼女のお父さんが心臓発作を起こしたの」「まあ, ショックだわ」 
G. 「まあ大変, どこへ鍵を置いたのかしら」 
 
これらの例に代表されるように、「まあ」は、他の女性ジェンダー標示形
式と組み合わせて使用される例が多い。A・B では女性が好んで使用する
とされる「かわいい」「すてき」という語句、C〜G では「〜こと」「〜わ」
「〜かしら」という女性専用とされる文末形式と、「まあ」がそれぞれ組
み合わされて、話者が女性であるということを標示している。 
 
 「あら」は驚きや意外さを示す語で、主に女性が使用する（松村・三省
堂編修所, 2010, 2013）。本辞書では、異形式の「あらら」「あらっ」を含め
て 27 用例中に使用されていた。「あら」も「まあ」同様に、他の女性標示
形式と組み合わされる場合が多い。 
「あら, 朝食のパンが足りないわ」「じゃ、ちょっと買って来るよ」 
「あら困ったわ. また鍵をなくしたわ」 
「やあ里美」「あら, そこにいたの淳」 
「あら, もうお帰りになるの？」「これ以上いたらお邪魔虫になりそうだ
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からね」 
「あらまあ, 松井君じゃない. すっかりお見それしちゃったわ」 
「あらまあ, 誰かと思ったら」「やあ, 元気？」 
このように、「あら」「まあ」等の感嘆詞と、「〜かしら」「〜わ」「〜こと」
を組み合わせて使用することで、これらの登場人物が女性であることが、
文体上明示されている。 
 
３−２ ３章の考察 
 このように本辞書では、ジェンダー標示形式がかなりの用例において使
用されていたが、ここで考慮すべきは、これらの「女性専用」と見なされ
てきた形式は、現実の言語使用において近年使用が減少していることであ
る。水本（2005）の報告によると、首都圏の女性を対象にした調査では、
「〜かしら」や「〜わ」等の使用は、20〜30 代の話者の間では皆無だった
という。したがってこれらの形式を使用した用例は、現実の言語使用をよ
く反映したものとは言い難い。先述した規範的立場と記述的立場のバラン
スの問題にも関わるが、「自然な日本語から自然な英語へ」を標榜する辞
書（本辞書書籍版, p.3）の用例として、これらの日本語表現を使い続ける
ことの妥当性は、辞書開発や改訂の際に検討されてもよい課題であろう。 
 とはいえ辞書の会話例においては、このようなジェンダー標示形式の使
用に、一定の必要性も認められる。因（2007）は、フィクションにおける
女性ジェンダー標示形式の使用は、しばしば「表現のためのリソースの一
つ」（p.124）であると主張している。金水（2003）はより広く、主にフィ
クションにおける「特定のキャラクターと結びついた、特徴ある言葉づか
い」のことを「役割語」と呼び、「必ずしも現実の日本語とは一致しない」
と指摘した（p.vi）。本辞書用例における「女言葉」の使用も、限られた文
字数の中で性別を表現するための手段として、役割語としての機能を持つ
と言えるだろう。たとえば、以下のような用例においてはその表現効果が
顕著であるように思われる。 
「少しお金を貸していただけないかしら（中略） I wonder if you could 
［would］ lend me some money. （ (1) if 節内は仮定法. (2) 主に女性に好
まれる言い方）」（「かしら」の項。下線は現著者） 
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「それは 1 万円以上したよ」「あら, そんなに」 “It cost over ten thousand 
yen.”“Oh my! As much as that.”（ (1) Oh my! （あら, まあ）は女性の好
む間投詞.）（「そんなに」の項。下線は現著者） 
  
 上の両用例においては、訳文で使用されている英語表現じたいが、女性
が好む形式であるとされている。このことを辞書使用者に印象づける目的
上、日本語の文においても「役割語」としての「かしら」や「あら」を使
用することが効果的であることは否定できない。この用例で日本語の女性
語が使用されていなければ、男性読者が、自分の意思にはかかわらず「女
性が好む」英語表現を使用してしまう可能性が高まるだろう。 
 このように、２章で見たジェンダー上の偏りの問題とは異なり、語学辞
書におけるジェンダー標示形式の使用には、表現上の一定のメリットがあ
る。それだけに辞書制作者側にとっても対応が難しい問題であると察せら
れる。 
 
４ まとめ 
 本稿では、iPhone 等 Apple 社の製品への搭載によってより広く使用され
るようになった和英辞書の用例をデータとして、そこにジェンダーがどの
ように現れているかを調べた。男性を表す「彼」が「彼女」の三倍以上多
く使用され、また社会的地位の高い職業は男性のものとして描かれるいっ
ぽうで、家事や育児は女性の役割として描かれる場合が多いことがわかっ
た。また現実社会で消えつつあるジェンダー標示形式である「まあ」「あら」
等の感嘆詞や、「〜かしら」「〜わ」等の文末表現が相当数使用されていた。 
 以上を併せて考えると、本辞書は旧来のジェンダー観を反映した用例や、
それに基づいた言語形式を多く含むと言って差し支えないだろう。しかし
同時にそのようなジェンダー観に関して受容的な用例ばかりではなく、そ
れに対してクリティカルな視点からの用例や注が示されていることも、併
せて確認できた。 
 もとより本辞書は、iPhone 等に標準搭載されているとはいえ、義務教育
の教材等のように使用を強制されるものではない。使用者は自らの意思で
使用を停止できるのだから、本辞書の示すジェンダー観がいささか古めか
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しいものであっても、そのことじたいに大きな問題があるとも言い切れな
い12。また一般に編纂に長い年数を必要とする本格的辞書においては、現実
社会で刻々と変化する言語使用の様相を、忠実に表現することは不可能で
ある。完成した際にある程度古い形式や内容・考え方が含まれることは、
編集上織り込み済みであろうし、読者の側も了解している必要があろう。
たとえば英語教員が、本辞書に限らず、一般に辞書用例を授業や教材等に
使用する際などは、そこにジェンダー・バイアスやステレオタイプが内包
されている可能性があることを認識し、注意を払うべきだと思われる。 
冒頭で述べたように、本辞書は、現在出版されている和英辞書の中でも
もっとも優れたものの一つであると筆者は考える。さらに iPhone や Apple
社のパソコンに標準搭載されたおかげで、ウェブサイトやメール等の閲覧
中に即座に訳語や用例を参照できるという高い利便性を持つ。これら機器
の使用者が、本辞書を使用するかどうかについてインフォームド・ディシ
ジョン（十分な説明を受けた上での意思決定）をおこなったり、クリティ
カルな認識を持ちながら使用したりするために、本稿がその一助となれば
幸いである。 
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